





















































ブリストル地域の遺産目録研究者 E & S・ジョージによれば、ブリストル地域の検認遺産




























































書館に所蔵されている手稿から 12 例、イギリス国立公文書館に所蔵されている PCC 検認
記録から 7 例の遺産目録を活字化した。くわえて分析に関係する遺言書も 2 例を含めた。
つまり本書は、検認遺産目録集として国内外で使用されることも想定している。日本にお
いては検認遺産目録が活字化されたのち、全文が掲載される形での出版は本書が初めてで
ある。また、第二部と第三部の各章で使用した検認遺産目録ならびに遺言書は初出であり、
国内外での利用を考慮し、原語のままとした。またイギリスで出版される遺産目録集で多
く採られる形式にならい、本書の巻末にまとめて収録した。本書の分析手法や内容に納得
できない場合でも、検認遺産目録集として使用が可能である。それらの史料を基に、検認
行為やイギリス社会経済史の分析が深まることに微力ながら寄与できればと考える。
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